
011010101011010101001
010101010111110101010
000010111010101001001
101010101010110101001
101010101010101010010
101010101110101010101
010101010101001010100
101010101010010101001
01010101001001010010

Wikimania2008参加報告

東京大学人工物工学研究センター
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はじめに

• 網羅性に関して

– 会議全体をくまなく見聞きできてはおりませんの
で，あくまで私が見聞きした範囲内でお伝え致し
ます．



Wikimania2008概要

• 会期
– 7月17日～19日の3日間

• 会場
– アレクサンドリア図書館（Egypt）

にて開催

• 参加人数
– 300-400人ほど

– 主にエジプト国内，ヨーロッパか
らの参加

– 日本からは7名（私が出会えた
範囲で）

• プログラム
– 5つのパラレルセッション
– 4つのtrack

• Wikimedia Communities 
• Free Knowledge 
• Technical infrastructure 
• Scientific track 



日本からの発表
• 中山浩太郎さん（東京大学）

– Wikipedia miningについて

• KIZU Naokoさん
– Wikimedia文書翻訳プロジェクトにつ

いて

• 新井嘉章君（東京電機大学・修士
2年）
– Wikipedia言語間リンクの分析



Topics

• Scientific trackの開催

• 企業発表
– Google Europe
– IBM Middle East

• 多言語情報資源の構築

• Semantic Webへの取り組み



Scientific trackの開催(1/2)
• 今年からScientific trackが開催

– 昨年までは（少なくとも昨年は）特
に区分なく一般セッション，ポス
ターセッション等で発表

– 査読あり

– 6件の発表があり，日本からは，

• 中山浩太郎さん（東京大学）

• 新井嘉章君（東京電機大学・ 修士
2年）

が発表．
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1.Link patterns of ILLs
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A numerical value is what averaged the 
value analyzed in 4 languages.

中山さん：Wikipedia mining

新井君：Wikipedia言語間リンクの分析

今後このトラックでの発表も
増えるのではないか．



Scientific trackの開催(2/2)
• Clustering of scientific citations 

in Wikipedia
– Finn Årup Nielsen
– Wikipediaで引用されている学術

論文誌を抽出し，分類を行った．
– 生物学，脳科学，ゲノム関連の論

文誌がクラスタを形成．

• The quality of scientific articles 
on the English Wikipedia
– Bill Wedemeyer
– Wikipediaコンテンツの分析

• Wikipedia as "Real Utopia“
– Edo Navot

• Collaborative research in 
Wikiversity
– Cormac Lawler

Clustering of scientific citations in Wikipedia

人文・社会学からの発表も



企業発表

• Google Europe
• IBM Middle East



Content creation strategies for emerging countries

• Google Europe からも参加
– Jürgen Galler

• 多言語コンテンツの増加
– トルコ語，アラビア語コンテンツの

増加
– 多様な言語でのサービスを目指す

• Google Book Search
– 多言語対応
– アラビア語にも対応

• Google Translate
– 対応言語数を年々増やしている

• 如何に人々にコンテンツを発信して
もらうか？
– Google製CMS（Google Sites)の

紹介
– Knol（Google版Wikipedia）が

Wikimania直後(7月23日)に公開



Open culture and the Internet in the Middle East 

• IBM Middle East 
– Ahmad Tantawy
– コンテンツ作成の取り組み

• サービスサイエンスの一環
として

• 具体例：Eternal Egypt
– IBMが制作協力

• 250万ドルの出資

– デジタルミュージアム
• エジプトの考古学資料，
文化資源のデジタル化

– Webサイト，博物館ガイドシ
ステムなどを構築

www.eternalegypt.org



多言語情報資源の構築

• Localization, not just for 
the software
– Gerard Meijssen
– コミュニティによる多言語概

念辞書システム：
OmegaWikiの紹介

– 様々な言語で概念を記述

– XMLでデータ提供

– 医療ドメインへの応用

• 例：マラリアに関する
Wikipedia記事を他の言語

に変換

http://www.omegawiki.org/



Semantic Webへの取り組み

• Semantic MediaWiki
– MediaWikiのextension
– ドイツ・カールスルーエ大に

て開発

– Wiki記事中にメタデータを埋
め込み．

– 例
• '''Karlsruhe''' is a city of 

[[country::Germany]].
• Its population in 2006 was 

[[population::285,812]].
– Semantic search

• 指定した属性で検索

– 実際に稼働しているサイトも

Semantic MediaWiki



雑感
• 多言語への関心

– 様々な言語による情報発信が加速してお
り，多言語への関心が高まっている．

– Google Translate, Google Sites，
OmegaWiki

• 図書館関係者が多い
– 図書館関連セッション2件

• Library things and social cataloging
• Wikimedia and libraries

– 如何に知識を収集・保存するかという興
味

– 日本の図書館関係者が参加していない
のは残念

• ドイツのアクティビティ
– 図書館関係，Semantic Webなどで活躍

しているドイツ人が多い．
• Jakov Voss, Mathias Schindler, Jürgen

Galler, Denny Vrandecic, Markus 
Krötzsch, …など積極的に活動

Wikimedia and libraries



終わりに
• 非常に狭い範囲での見聞録

• 今後の展望
– 日本のプレゼンスを高める

• 日本語の記事数は世界第5位
• 日本からも積極的にWikimedia

コミュニティに関与していくべき

– Wikimediaコミュニティと
Academiaの連携

• コミュニティによるコンテンツの
整備・拡充とともに，研究対象と
してのWikimediaも非常に価値
が大きい．

• コミュニティとAcademiaの連携・
協力関係を模索して行きたい．

– Wikimania20XX in Japan
• いつか日本でもWikimaniaの
開催を

Wikimania2008のページからビ

デオコンテンツへのリンクあり
http://wikimania2008.wiki
media.org/wiki/Main_Pag

Wikimania2008運営チーム


